
４ 地域との連携を通した取組

本県では、家庭・地域・学校が一体となり、地域ぐるみで子どもを見守り育てる仕組みである地域学校協働本部

の設置促進を進めています。また、地域とともにある学校づくりを推進するため、保護者や地域住民等が学校運営

に参画する取組の一つであるコミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）についての周知・啓発を行っていま

す。

本プログラム第２章の地域用研修プログラムで示したように、地域と学校の連携により、地域の大人と関わりを

もつことで様々な体験の場が増え、子どもの自尊感情の向上や地域に見守られているという安心感につながること

が期待されます。また、子どもだけでなく、活動に参画する地域住民の生きがいづくりや地域の活性化につながる

ことも期待されます。コミュニティ・スクールと地域学校協働本部の取組例を参考にしながら、学校独自の地域と

連携した取組を実践していきましょう。

いじめの定義（いじめ防止対策推進法 第２条）

【学校教育の充実】

○地域の様々な大人が学校の活動に

関わる

○多くの大人が子どもを見守る

○地域住民の協力を得る

【地域の教育力の向上】

○地域住民が、自らの経験や知識を

子どもの教育に生かす

○地域住民が学校の教育活動に関わ

ることで、地域の絆が強まる

・子どもに多様な体験・経験の機会が増える
・規範意識や自尊感情、コミュニケーション力の向上につながる
・子どもの学力や生活面での問題の背景を把握し、一人ひとりの
の状況に応じたよりきめ細かな教育ができる

教員が、教育活動により一層力を注ぐことができる

子ども

学 校

・生涯学習の成果を生かす場が広がるとともに、地域住民の自己実現
や生きがいづくりにもつながる
・地域の活性化や、学校を核とした地域づくりにもつながる

地 域

一体的な推進

コミュニティ・スクール（学校運営協議会）の仕組み

～導入した学校・地域から～
○地域の方たちに相談したり、支

援したりしてもらえる

○自分が役に立っているという実

感が持てる

○学校や地域とともに生きるとい

う実感がもてる

○学校がどのように進んでいるか

わかる

○協議会の中で出されたことに対

して何ができるか考えることが

できる

地域学校協働本部の取組により期待される効果

コミュニティ・スクール
（学校運営協議会）の効果

参考：学校運営協議会設置の手引き（令和元年改正版）文部科学省総合教育政策局地域学習推進課



地域との連携を通した取組例①

野市東小学校地域学校協働本部（香南市）

■基本データ（平成 29 年度）

■主な支援内容

□対象学校名 ：野市東小学校（全校児童数 265 名）

□設 置 年 度 ：平成 28 年度

□協 議 会

名称 ：学校支援地域本部事業運営委員会（年３回開催）

委員数 ：11 名

委員構成 ：学識経験者(1)、ＰＴＡ会長(1)、学校代表(3)、地域コーディネーター(1)、

民生・児童委員(3)、行政関係者・教委担当(2)

□コーディネーター ：１名（主任児童委員）

□ボランティア登録者数 ：４２名（年間延べ人数 598 名）

□地域連携担当教職員 ：有

□支援日数 ：年間 161 日

□民生・児童委員の参画 ：９名（校区内民生・児童委員９名）

□学習支援（137日）

・朝の学習丸付け支援（100日）

週４日（１日あたり15 分）

１学期１～２年生、２学期以降１～６年生

・授業補助（37日）

５、６年生の家庭科学習補助

□地域活動（５日）

・地域クリーンアップ作戦

・昔遊び

・地域学習等

□クラブ活動支援（８日）

・クラブ活動の補助

□学校周辺環境整備（３日）

・愛校作業、グランド整備（草刈り）

□登下校安全指導・学校行事支援等（８日）

・１年生とのふれあい下校

・遠足や持久走大会等の安全管理・交通指導

＜朝の学習丸付け＞＜ふれあい下校＞＜草刈り作業＞ ＜地域クリーンアップ＞

＜昔遊び体験＞

＜朝の読み聞かせ＞

【地域コーディネーター】

活動に関する打ち合わせを学校と行うほか、地域や関係機関との橋渡し役となり、活動に関する周知や活動に参画いただける地域住民

の募集等を中心に活動している。また、スタッフとしても、朝の学習丸付けや読み聞かせ活動、家庭科学習補助にも参加している。

【ボランティア】

民生・児童委員さんを中心に、地域の方も参加してくれており、保護者の中からも協力していただける方が増えてきた。

活動に参加していただく中で、地域の方同士や、保護者同士、地域の方と保護者の交流へとつながり、子育ての悩みについて話す機会

も多くなってきた。

■ 活動を支える人材の確保

のいち子ども図書館クラブの方を

中心に、保護者や地域の方が、朝

の時間帯に本の読み聞かせを行っ

てくれている。

地域やお年寄りのボランティアの

方々が来校してくれて、低学年に昔

の遊び方を紹介し、一緒に子どもと

遊んで、交流を深めている。

＜朝の学習の予定表と名札＞

朝の学習丸付けに来てくださる

方の名札やマグネットを用意し、

都合のよい日を自分自身で選択

して予定表に貼るようなボード

を準備した。




